





































調査対象　調査 1 の対象者は、アメリカ合衆国オレゴン州ユージーン（Eugene, Oregon）
のオレゴン大学（University of Oregon）に留学している日本人青年10人だった。調査対象
者の略歴をまとめた表 1 によると、中学校卒業後に留学したのは 1 人、高等学校卒業後は 3
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聴き取り調査は集団面接法で行った。調査対象 2 ～ 3 人を 1 組とし、調査者の宿泊先で、














































ムネは、1998（平成10）年 9 月からユージーンに住んでいる。小学校 6 年生の夏に、学年


















ムネは、語りや音楽を中心とした週 1 回 2 時間の日本語によるラジオ番組を自主制作し
ユージーンで放送している。日本では、このような（インディーズのような）制作や創作の
活動は難しいかもしれない。「英語は喋れてあたりまえ」という。
ヤスオは、原調査の対象者のなかで海外在留期間が最も長い。1994（平成 6 ）年 5 月から


































住んでいる。それ以前は、1996（平成 8 ）年 8 月から 1 ヵ月くらいミネソタやシカゴを一人























































「 5 年くらい前に、在学していた大学の語学研修プログラムでユージーンに 1 ヵ月間滞在




























































































































































































































































































































と考えている。“ はねっかえり ” とは、一定の秩序体系で成立している組織の逸脱（傾向）










































調査対象　調査 2 は、アメリカ合衆国オレゴン州ユージーン（Eugene, Oregon）のオレ
ゴン大学（University of Oregon）に留学している日本人青年28人（男性 8 人、女性20人）だっ

















れについて、あてはまる番号を 1 つ選び○をつけてください」に対して、「 1 ＝そう思う／
2 ＝どちらかといえばそう思う／ 3 ＝どちらかといえばそうは思わない／ 4 ＝そうは思わな




をつけてください」に対して、「 1 ＝有利である／ 2 ＝どちらかといえば有利である／ 3 ＝
どちらかといえば不利である／ 4 ＝不利である」から選択してもらった。得点は、「 4 ＝有
利である／ 3 ＝どちらかといえば有利である／…／ 1 ＝不利である」と逆転させて分析した。
特異な性格や能力の実感は、「あなたは、海外滞在経験によって、日本国内の学生とは違
う性格や能力が養われたと思いますか。次のうちからあてはまる番号を 1 つ選び○をつけて
ください」に対して、「 1 ＝そう思う／ 2 ＝どちらかといえばそう思う／ 3 ＝どちらかとい
えばそうは思わない／4＝そうは思わない」から選択してもらった。得点は、「 4 ＝そう思う




































































D.W. Bray, R.J. Campbell, & D.L. Grant (1974) Formative years in business: A long-term AT&T study




















































































表 4 　能力自己評価と日本で働くときの有利性との相関関係（n = 25）
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    R 0.688
    R 2 0.473
    F 4.492**


















特異な性格や能力の実感を従属変数にして重回帰分析したところ、R ＝0.639, R 2＝0.408, 
F ＝7.576, p ＜0.01の結果が得られた（表 6 ）。二つの独立変数の標準偏回帰係数値は、他者









    R 0.639
    R 2 0.408
    F 7.576 **



















































































制上の上司が部下の職務遂行の実績について、過去半年から 1 年間の記録と記憶を辿りながら、“ あ
のとき、あの場（There & Then）” の状況を思い浮かべて評価するのに対して、アセスメント・セ


















 なお、アセスメント・センター方式の詳細については、Bray, Campbell, & Grant（1974）、クレイグ
（1991）、関本（1977）、関本・佐野・槇田（1977）を参照されたい。
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